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インタビュー❶
■ 

民
生
・
児
童
委
員
と
は
？

　
民
生
・
児
童
委
員
は「
民
生
委
員
法
」と

「
児
童
福
祉
法
」に
基
づ
い
て
、
厚
生
労
働

大
臣
が
委
嘱（
任
期
は
３
年
）す
る
地
域
福

祉
向
上
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

一
部
の
委
員
は
、
児
童
福
祉
の
相
談
支
援

を
専
門
と
す
る「
主
任
児
童
委
員
」の
指
名

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
で
は
、
民
生
児
童
委
員
99

人
、
主
任
児
童
委
員
７
人
が
委
嘱
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
任
期
は
、
平
成
28
年
１１
月
３０

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
・
児
童

委
員
は
、
各
行
政
区
に
１
、２
人
配
置
さ

れ
、
主
任
児
童
委
員
は
、
複
数
の
地
区
に

わ
た
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
内
容

　
民
生
・
児
童
委
員
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
を
聞
く「
相

談
役
」で
す
。
ま
た
、
委
員
は『
行
政
や
福

祉
機
関
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
、
ど
う

い
っ
た
も
の
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
』と

い
う
方
に
、
制
度
や
利
用
方
法
に
関
す
る

情
報
提
供
を
行
い
、
関
係
機
関
に
つ
な
げ

る「
パ
イ
プ
役
」も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
心
身
に
障
が
い
を
持
つ
方
、

育
児
や
子
ど
も
の
問
題
、
生
活
が
苦
し
い

世
帯
、
支
援
が
必
要
な
方
な
ど
の
相
談
に

応
じ
な
が
ら
、
地
域
の
見
守
り
活
動
や
訪

問
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
近
所
付
き
合
い
が
希
薄
化

し
、
地
域
で
悩
ん
で
い
る
人
や
困
っ
て
い

る
人
の
姿
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。そ
う
い
っ
た
声
を
見
逃
さ
な
い
た
め
、

民
生
・
児
童
委
員
は
見
守
り
を
通
し
て
、

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
し
地
域
で
起
こ
る

問
題
の
発
見
、
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

■ 

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
委
員
は
、
地
域
住
民
の
中
か
ら
選
ば
れ

ま
す
の
で
、
相
談
者
と
同
じ
目
線
で
問
題

解
決
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
法
律
で
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
を
守

る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談

内
容
が
委
員
や
関
係
機
関
以
外
の
人
に
伝

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

民生委員児童委員
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「
い
い
天
気
だ
な
っ
す
。
変
わ
り
な
が
ん
す
か
？
」『
お
か
げ
さ

ん
で
！
』こ
ん
な
何
気
な
い
会
話
が
地
域
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
の
社
会
変
化
に
よ
り
、
私
た

ち
が
暮
ら
す
地
域
の
つ
な
が
り
や「
絆
」は
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
日
々
邁
進

す
る
人
々
が
私
た
ち
の
近
所
に
は
い
ま
す
。
そ
れ
が
民
生
・
児

童
委
員
の
方
々
で
す
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
そ
の
役
に
立

ち
た
い
、
笑
顔
溢
れ
る
地
域
を
目
指
し
た
い
。
今
月
号
で
は
、

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
住
民
を
支
え
る
、
民
生
・
児
童
委

員
の
役
割
や
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

  
地
域
の
安
心
と
笑
顔
を
紡
ぐ
・
つ
な
ぐ

　
頼
り
に
な
る
ご
近
所
さ
ん　
民
生
・
児
童
委
員

終始笑い声がコミセン中に響くほおずきサロン

◎
民
生
・
児
童
委
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け

　
市
役
所
の
担
当
者
や
地
域
な
ど
周
囲
か

ら
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
引
き
受

け
ま
し
た
。
平
成
10
年
か
ら
活
動
を
開
始

し
、
今
年
で
１８
年
目
を
迎
え
ま
す
。

◎
活
動
の
内
容

　
日
頃
は
、
主
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世

帯
を
は
じ
め
、
地
域
の
中
で
支
援
が
必
要

な
世
帯
が
あ
れ
ば
気
に
掛
け
、
見
守
り
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
強
く
意
識

し
て
行
う
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中

で
、
例
え
ば
地
域
活
動
や
近
所
の
散
歩
に

出
掛
け
る
時
な
ど
に
そ
の
世
帯
の
様
子
な

ど
を
確
認
す
る
と
い
っ
た
形
で
肩
肘
を
張

ら
な
い
よ
う
に
行
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
か
ら
は
地
区
協
議
会
の
会
長

と
し
て
、
毎
月
の
定
例
会
の
資
料
づ
く
り

や
会
議
の
ま
と
め
役
も
行
っ
て
い
ま
す
。

会
長
と
し
て
の
役
割
は
、
委
員
の
皆
さ
ん

が
楽
し
く
活
動
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う

市安代地区
民生児童委員協議会会長
立花　義弘さん（73）

＝畑 １ 区＝

関　ナミ さん（76）

同じ地区在住の関さん（左）と談笑する立花さん（右）

１．皆さんの相談役
　相談役として、さまざまな問題について一緒に考
え、解決の糸口を探します。
２．市役所などとのパイプ役
　市役所や福祉施設、各種団体と市民の皆さんとの
パイプ役として人と情報をつなぎます。
３．ニーズとサービスを結ぶ潤滑油
　いろいろな福祉サービスの中で援護が必要な人の
ニーズに応じたサービスが提供されるよう関係機関と

民生・児童委員　６つのはたらき 調整を行います。
４．援助体制づくり
　生活していくことが難しい世帯に対して、人と組
織を結んで継続的な援助体制づくりを行います。
５．子どもたちの健全育成のアンテナ役
　子どもについての悩みなどに対して、主任児童委
員と協力しながら問題解決や予防に取り組みます。
６．住民の要望の代弁者
　行政サービスと住民とのニーズの隔たりについ
て、組織として意見を申し出て問題点の改善を進
めます。

定例会を開き、委員の間で情報を
共有（４月14日、田頭地区民生委員
連絡会議）

民
生
・
児
童
委

員
の
マ
ー
ク

日
常
生
活
の
中
で
肩
肘
を
張
ら
ず
に

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る

に
、
話
を
し
や
す
く
意
見
を
出
し
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
何
で
も
楽
し
く
な
け
れ

ば
続
か
な
い
で
す
し
、
私
た
ち
が
暗
い
と

地
域
が
明
る
く
な
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
。

◎
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は
？

　
私
の
場
合
は
、
活
動
が
日
常
生
活
に
溶

け
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
を
や
っ
て
い
る
だ
け
と
い
っ
た
感
覚

の
た
め
、
特
に
や
り
が
い
と
い
う
も
の
を

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。と
は
い
え
、

活
動
す
る
中
で
、
感
謝
さ
れ
る
場
面
が
あ

る
と
、
人
の
助
け
に
な
っ
て
い
る
、
役
に

立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
、
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
相
談
を

受
け
な
が
ら
、
私
自
身
も
勉
強
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
社
会
制
度
な
ど
に

つ
い
て
新
し
い
発
見
が
あ
る
時
は
、
相
談

者
に
逆
に
感
謝
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
も
の

　
私
は
、
地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
の
お
手
伝

い
も
行
っ
て
い
ま
す
。
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
主
な
会
場
と
し
て「
ほ
お
ず

き
サ
ロ
ン
」と
い
う
名
称
の
集
ま
り
の
世

話
役
を
し
て
い
ま
す
。

　
月
に
１
回
程
度
、約
15
名
の
地
域
住
民
が

集
い
、ご
飯
を
一
緒
に
作
っ
て
昼
食
会
を
開

い
た
り
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
ん
だ
り
、
軽
運
動
を
行
う
こ
と
や
、

遠
出
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
を
開
く
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
元

気
な
様
子
を
確
認
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
し
、
皆
で
わ
い
わ
い
楽
し
く
笑

顔
と
笑
い
声
の
絶
え
な
い
そ
の
場
は
、
私

自
身
を
元
気
に
も
し
て
く
れ
ま
す
。

　
や
は
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
私

の
活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
信
頼
を
大
切
に
相
談
者
に
寄
り
添
う

　
私
た
ち
の
活
動
は
、
と
に
か
く
地
域
住

民
と
の
信
頼
関
係
が
重
要
。
民
生
委
員
は

何
で
も
屋
で
は
な
い
の
で
、
相
談
者
の
悩

み
を
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
寄
り
添
い
励
ま
し
な
が
ら
、
信

頼
関
係
を
築
き
、
そ
の
人
に
と
っ
て
最
良

の
道
を
探
っ
て
い
ま
す
。

◎
立
花
さ
ん
は
地
域
の
笑
顔
に
欠
か
せ
な

い
存
在

　
サ
ロ
ン
活
動
の
み
な
ら
ず
、
日
頃
か
ら

の
交
流
を
通
し
て
立
花
さ
ん
は
、
地
域
に

と
っ
て
心
強
い
存
在
で
す
。
相
談
事
が
あ

る
と
そ
れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
く
れ
ま

す
し
、
何
で
も
話
せ
る
人
で
す
。

　
立
花
さ
ん
の
お
か
げ
で
サ
ロ
ン
で
の
時

間
は
い
つ
も
愉
快
で
充
実
し
た
も
の
に
な

り
ま
す
。
参
加
者
全
員
を
笑
顔
に
さ
せ
る

人
柄
が
と
て
も
素
敵
な
人
で
す
。

＝畑 １ 区＝
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行　政　区 氏　名
西根地区

1 駅前一区 菊池 登
2 駅前二区 佐々木 美香
3 上町 髙橋 早苗
4 仲町 佐藤 初江
5 下町一区 藤原 光子
6 下町二区 伊藤 宏子
7 下町三区 元木 八重子
8

松川
関 昇一

9 山子澤 孝子
10 山後 田村 まき子
11 岡村、山子沢 田村 市郎
12 大石平 三浦 ミネ
13 渋川 竹田 みよ
14 渋川開拓、白屋 鈴木 志賀子
15

北村
岩崎 清子

16 伊藤 セチ
17

両沼
工藤 久美子

18 佐々木 久法
19 中関 山口 敦子
20 五百森 工藤 曉子
21 中村 遠藤 勝子
22 間羽松 工藤 久美子
23 舘腰 伊藤 敏
24 町組 藤原 正志
25 高宮 渡邊 寛美　
26 薬師 本堂 良悦
27 上平笠 伊藤 吟子
28 中平笠 伊藤 忠一
29 下平笠 髙橋 慶子
30 南平笠 吉田 誠
31 東 藤原 美喜子

32 大久保、共新（一
部） 田村 勇

33 共新 田村 征男
34 小福田 佐々木 寿子
35 大泉 田中 征七
36 駅前、わし森 鈴木 ハマ子
37 椛沢 髙橋 武志
38 笹目 田村 ハルエ

行　政　区 氏　名

73 畑１区（一部）、
畑２区（一部） 戸澤 照子

74 畑２区 村上 和子
75 荒屋新町 石田 トシエ
76 新町中央 三浦 榮吉
77 荒屋 藤田 フミ子
78

秋葉
工藤 久美

79 山本 恵子
80 曲田横間 畠山 修悦
81 五日市１区 盛内 康悦
82 五日市２区 羽澤 千代子
83 五日市３区 滝沢 信子
84 五日市４区 畠山 陽子
85

浅沢第１
佐藤 利栄

86 北口 美智子
87 浅沢第２ 齋藤 文子
88 苗石田 川又 喜美子
89 新興矢神 角舘 多恵子
90 栗木田、平長 三浦 静子
91 杉沢、田山上 安保 弘巳
92 田山下 安保　智
93 愛の山 安保 トキ
94 石名坂 三浦 松男
95 折壁 角舘 利雄
96 日瀬通 齊藤 政身
97 舘市 山本 幸弘
98 兄畑 関本 研子
99 兄川 関 ナミ

主任児童委員
地　区 氏　名

１ 大更 滝澤 ミツエ
２ 田頭 工藤 園子
３ 平舘、寺田 千葉 キミ子
４ 松尾、野駄 葛 行彦
５ 寄木、柏台 髙橋 誠子
６ 荒沢 畠山 桂子
７ 田山 三浦 睦子

行　政　区 氏　名
39 松久保 本堂 ハツヨ
40 山崎 西山 辰男
41 堀切 松浦 利男
42 寺田新田 滝川 喜佐男
43 野口 遠藤 萬治
44 寺田 伊藤 實
45 帷子 遠藤 紘子
46 土沢 佐々木 禎
47 若谷地 柴田 弘子
48 川原目 小野寺 敦子
49 上関 伊藤 帝子
50 荒木田 中村 みつ子
51 舘沢 小野寺 良男

松尾地区
52 安比 山本 徹
53 小屋の沢、時森 田村 イク

54 大花森、松尾（一
部） 佐々木 美保子

55 松尾 工藤 アヤ子
56 中松尾 髙橋 キシ
57 野駄 佐々木 敏子
58 上野駄 山口 ノブ子
59 中沢、前森 米田 玲子
60 北寄木 田村 美知子
61

南寄木
石羽根 惠子

62 畑 初身
63 新田 中軽米 景子
64 上寄木 鈴木 綾子
65 畑 畑 英子
66 金沢 立花 國彦
67 八幡平温泉郷 圓子 涼子

68 柏台三丁目、二
丁目（一部） 工藤 富美子

69 柏台一丁目、二
丁目 柳澤 勝子

安代地区
70 細野、豊畑 立花 貞子
71

畑１区
立花 良子

72 立花 義弘

■各行政区の民生・児童委員と主任児童委員の一覧　（28年4月 １ 日現在、任期は28年11月30日まで。敬称略）

　
市
の
民
生
・
児
童
委
員
に
よ
る
子
育

て
支
援
活
動
と
し
て
、
子
ど
も
が
誕
生

し
、
親
と
な
っ
た
住
民
と
委
員
が
相
互

に
知
り
合
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
と
、

平
成
２２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
祝

誕
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
活
動
」。　
主

任
児
童
委
員
を
中
心
に
見
守
り
や
声
掛

け
、訪
問
を
通
じ
て
子
育
て
の
孤
立
化
、

児
童
虐
待
な
ど
を
防
ぐ
地
域
環
境
作
り

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
祝
誕
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込

め
た「
お
祝
い
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
」を
作

成
し
、２７
年
度
ま
で
に
７
３
０
世
帯
に

贈
呈
さ
れ
て
お
り
、
民
生
・
児
童
委
員

が
そ
の
活
動
P
R
も
兼
ね
て
、
顔
つ
な

ぎ
を
し
な
が
ら
、
何
か
困
っ
た
時
な
ど

気
軽
に
相
談
し
や
す
い
関
係
づ
く
り
に

松尾・野駄地区主任児童委員

葛
かつら

　行彦 さん（71）
＝中松尾＝

◎民生・児童委員になったきっかけ
　市内にあるお寺（鷲連寺）の住職をやって
います。先代の住職から民生・児童委員の
任務も引き継ぎました。代々、民生・児童
委員を務めていることから、委員になるの
は自然なことでした。
◎民生・児童委員歴は？
　昭和５５年から11期３３年間、3 期目からは
主任児童委員を務めています。
◎活動を通して思うこと
　お寺は地域の共有財産。人が尋ねてくる
ことが当たり前なんです。悩みを訴えてく
る人に対しては、ひたすら傾聴し、ここが
安心できる場であることを伝えています。
主任児童委員として、子育てに関する悩み
は少しでも減らしたいと思っています。地
域の中に頼る拠り所があることを知ってほ
しいですね。相談者には、遠慮せず話をし
に来てもらいたいですし、地域内でのつな
がりを感じてもらえたら幸いです。

◆民生・児童委員が12月１日付けで改選されます
　現在活動している民生・児童委員の任期は１１月
３０日㈬までです。１２月１日㈭付けで３年に１度の一
斉改選が行われます。任期満了後の再任も可能です。

　改選後の委員については、追って「広報はちま
んたい」でお知らせする予定です。
　詳しくは、市役所地域福祉課福祉総務係（☎・
内線1115）まで。

　
地
域
で
見
守
る
支
え
る
　
そ
の
安
心
の
下 

祝
福
の
笑
顔
が
ま
た
ひ
と
つ
生
ま
れ
ま
し
た

努
め
て
い
ま
す
。

　
訪
問
直
後
は
、
緊
張
し
た
表
情
で

戸
惑
う
親
御
さ
ん
が
多
い
と
の
こ
と

で
す
が
、
か
わ
い
ら
し
く
飾
り
付
け

さ
れ
た
お
祝
い
の
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

を
受
け
取
る
と
表
情
が
和
ら
ぎ
、
会

話
を
重
ね
る
と
、
子
育
て
応
援
の
意

図
が
伝
わ
り
、
喜
び
の
笑
顔
が
生
ま

れ
て
い
き
ま
す
。

子どもの名入りフォトフ
レームを受け取る髙橋夫妻

私たち主任児童委員が
お祝いフォトフレーム
作 成 し て い ま す

インタビュー❷
産後・子育ての悩みを減らしたい
頼る拠り所あること知ってほしい

今年１月に第１子である永
え ま

真ちゃんが生まれ幸せいっぱいの
髙橋ファミリー（左・正光さん、右・泰子さん　＝時森＝）

主任児童委員の皆さん、和気あいあい
の中フォトフレームを作成

フォトフレームには民生児童・主任
児童委員の情報が貼付されています

　主任児童委員の皆さんは、毎月定例会時など集まる際に、
手作りでお祝いフォトフレームの作成を行っています。

市民生児童委員協議会事務局と協力し
て作成しています
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瑞宝単光章（危険業務従事功労）

田山 正隆 さん
元神奈川県警部補

＝寺田＝　71歳

　田山正隆さんは、平舘高校
卒業後、昭和38年４月に神奈
川県警察に入署。同署では平
成17年までの４２年間、地域課
や生活安全課に勤務しました。
　田山さんは「愚直に仕事をし
た結果が評価されて嬉しい」と
受章を喜びました。

　
28
年
度
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
辞
令
交
付
式
が
、
４
月
１
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
引
き
続
き
隊
員
を
務

め
る
松
本
篤あ

つ
ひ
で英

さ
ん
、
松
本
明
子

さ
ん
、
渡
辺
る
み
さ
ん
、
菊
池
光

洋
さ
ん
に
、
田
村
正
彦
市
長
が
辞

令
を
交
付
し
、「
地
域
に
お
け
る
課

題
解
決
や
振
興
の
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
更
な
る

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
隊

員
の
皆
さ
ん
に
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　
市
は
、今
後
も
隊
員
を
募
集
し
、

28
年
度
中
に
計
７
人
で
活
動
す
る

体
制
を
整
え
る
予
定
で
す
。

田村正彦市長から辞令を受け取り、激励の言葉を受ける隊
員の皆さん。写真奥左から松本篤英さん、松本明子さん、
渡辺るみさん、菊池光洋さん

小
児
科
に
小
田
翔
一
医
師
が
着
任

　
４
月
１
日
か
ら
、
西
根
病
院
に
小
田
翔

一
小
児
科
医
長（
31
）が
着
任
し
ま
し
た
。

　
小
田
小
児
科
医
長
は「
地
域
の
小
児
科

診
療
に
微
力
な
が
ら
貢
献
出
来
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
受
診
や
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
」と
、

笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
西
根
病
院
の
小
児
科
の
受
け
付

け
は
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
８

時
半
か
ら
11
時
半
ま
で
と
、
午
後
２
時
か

ら
４
時
半
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
根

病
院小

田
翔
一 

小
児
科
医
長

　
昭
和
59
年
生
ま
れ　
盛
岡
市
出
身
。

　
獨
協
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
卒

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

２８
年
度
４
人
の
更
な
る
活
躍
に
期
待

ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
こ
の
ほ
ど
、
故・畠
山
由よ
し
た
ろ
う
太
郎
さ
ん（
87
）

＝
山
子
沢
＝
が
、死
亡
叙
勲（
旭
日
単
光
章
、

地
方
自
治
功
労
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
畠
山
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
４
月
に
旧
大

更
村
議
会
議
員
に
初
当
選
。
昭
和
４８
年
９

月
に
は
西
根
町
議
会
議
員
と
な
り
、
平
成

元
年
９
月
ま
で
の
34
年
間
、議
員
を
務
め

ら
れ
、
村
町
勢
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
畠
山
さ
ん
の
功
績
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

死
亡
叙
勲
故
・
畠
山
由
太
郎
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

　

市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付（
ふ
る
さ

と
納
税
）は
、「
遠
く
離
れ
た
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
し
た
い
」「
発
展
の
た
め

に
貢
献
し
た
い
」と
い
う
気
持
ち
な

ど
を
形
に
し
た
も
の
で
す
。

　
寄
附
金
は
、
寄
付
し
て
い
た
だ
い

た
方
の
意
向
に
沿
っ
て
、
市
の
自
然

環
境
の
保
全
や
産
業
振
興
、
人
材
育

成
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
27
年
度
は
、
11
人
の
方
々
か
ら
、

計
37
万
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
寄
付
者
の
う
ち
、
広
報
へ
の

掲
載
を
了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
紹

介
し
ま
す
。

■
27
年
度
に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た

方（
納
入
日
順
）

▽
１
万
円　
相
馬 

勝
則 

さ
ん（
神

奈
川
県
）

▽
２
万
円　
遠
藤 

祐
太 

さ
ん（
千

葉
県
）

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
企
画
財
政
課
地

域
戦
略
係（
☎・内
線
１
２
０
８
）ま
で
。

　
「
歌
謡
と
踊
り
の
祭
典
」実
行
委
員
会
の
清
水

田
ノ
ブ
会
長
ら
が
３
月
28
日
、
市
役
所
を
訪
れ

「
地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
、

寄
付
金
９
万
９
１
５
２
円
を
田
村
正
彦
市
長
に

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
、
第
５
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー「
歌
謡

と
踊
り
の
祭
典
」（
３
月
21
日
、
西
根
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
）で
募
金
や
飲
食
物
な
ど
の

売
上
金
が
集
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
清
水
田
会

長
は「
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
社
会
貢
献

出
来
る
よ
う
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

清水田ノブ会長（中央）から田村正彦
市長へ寄付金が手渡されました

地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い

歌
謡
と
踊
り
の
祭
典
実
行
委
員
会
か
ら
寄
付
金

大更駅

ＪＲ花輪線

　　　●
八幡平市役所

東北自動車道

至鹿角市

●
大更小

　西根中
●

●
西根病院

八幡平市役所　
西根総合支所 ●

●
平舘高

平舘小
●

至盛岡市
西根インター

チェンジ
                ●

市 総 合
運動公園

●

至岩手町

国道282号

市道に編入された区間

市道に編入された区間

西根バイパス

　
平
成
26
年
１２
月
２５
日
か
ら
国
道
２
８
２

号
西
根
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
伴
い
、国
道

２
８
２
号
及
び
主
要
地
方
道
岩
手
平
舘
線

の
一
部
区
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
八
幡
平

市
道
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
県
が
管
理
し
て
い
た
道
路
占
用

許
可
や
道
路
の
維
持
修
繕
お
よ
び
道
路
改

良
の
ほ
か
、
除
雪
や
災
害
復
旧
等
を
市
が

管
理
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
は

市
役
所
建
設
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
建
設
課
管
理
係

（
☎
・
内
線
１
２
９
７)

ま
で
。

国
道
２
８
２
号
・
県
道
の
一
部
区
間

移
管
に
よ
り
市
が
管
理
し
て
い
ま
す

ふるさと納税
ありがとうございます
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子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を

中
学
生
ま
で
拡
大
し
ま
す

　
●
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
受
給
対
象
者
拡
大

　
●
医
療
費
助
成
の
給
付
方
式
が
一
部
変
更
に

未
就
学
児
と
妊
産
婦
の
医
療
費

給
付
方
式
が
現
物
給
付
に
移
行

　

公
売
を
行
っ
て
市
税
に
充
当
し
ま
す

各課からのHOT LINE各課からのHOT LINEＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・
内
線
１
０
７
３
ま
で
）

　第25回岩手山焼走りマラソン全国大会が開催
されます。
■日時　７月３日㈰、午前９時開会（受け付けは、
午前７時半から８時50分まで）、小雨決行
■会場　岩手山焼走り国際交流村（マラソンは、岩
手山パノラマラインを利用した折り返しコース）
■種別　▶一般（10㌔、５㌔）▶中学生３㌔▶ファ
ミリー２㌔
■申し込み方法　❶インターネット・スマートフォ

十和田八幡平国立公園八幡平地域指定60周年記念
第25回岩手山焼走りマラソン全国大会 参加者募集中

ン サ イ ト【 ス ポ ー ツ エ ン ト リ ー（ h t t p : / /
sportsentry.ne.jp）による申し込み】❷電話【0570-
550-846（平日午前10時から午後５時半まで）】❸
ファクス【0120-37-8434（ランニングマガジン「クリ
ール」掲載の申込書を利用）】❹郵便振替用紙  ※い
ずれの方法でも別途手数料が必要となります。
■申込期限　６月３日㈮　※当日消印有効
　詳しくは、市体育協会（☎76-4141）または市役
所商工観光課観光振興係（☎・内線1318）まで。

　
市
は
、子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

８
月
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
し
ま

す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
中

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も

■
助
成
内
容　
通
院
・
入
院
に
係
る
医

療
費（
保
険
適
用
分
で
食
事
負
担
金
を

除
く
）
が
助
成
対
象
と
な
り
、
所
得
制

限
や
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
事
業
の
認
定
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
に
つ
い
て
も
、
中
学
校
卒
業
ま

で
は
自
己
負
担
が
無
く
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上

旬
に
か
け
て
、
市
か
ら
対
象
者
が
い
る

家
庭
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま

た
は
市
役
所
市
民
課
、西
根・安
代
総
合

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
、
未
就
学
児
と
妊
産
婦
の
医

療
費
助
成
に
つ
い
て
、
８
月
よ
り
償
還

払
い（
払
い
戻
し
）方
式
か
ら
現
物
給
付

方
式
へ
移
行
し
ま
す
。

　
移
行
後
は
、
助
成
額
分
が
医
療
機
関

窓
口
に
て
精
算
さ
れ
る
た
め
、
受
診
時

に
助
成
金
の
受
給
申
請
を
行
い
、
後
か

ら
還
付
を
受
け
る
と
い
っ
た
手
間
が
無

く
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　
未
就
学
児（
小
学
校
入
学

前
の
子
ど
も
）と
妊
産
婦

■
自
己
負
担
額　
▼
未
就
学
児
と
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
妊
産
婦
…
自
己
負
担

無
し

▼
課
税
世
帯
の
妊
産
婦
…
医
療
機
関
ご

と
に
通
院
月
1
５
０
０
円
、
入
院
月
5

千
円

■
受
給
方
法　
対
象
者
に
現
物
給
付
用

受
給
者
証
を
市
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
医

療
機
関
に
掛
か
る
際
に
受
給
者
証
を
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
税
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、

健
康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
の
重
要
な
財

源
で
す
。
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
は
、

福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
納
税
は
、
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
納
期

内
の
自
主
納
付
が
原
則
で
す
。
市
民
の
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
期
限
ま
で
に
市
税

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
納
期
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

け
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
際
は
、
市
か

ら
督
促
状
の
発
送
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ

の
業
務
に
は
、
多
額
の
経
費
を
要
し
、
そ

の
経
費
も
市
税
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
市
税
な
ど
を
定
め
ら
れ
た
納
期
内
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を「
滞
納
」と

い
い
ま
す
。
滞
納
し
た
場
合
、
延
滞
金
が

掛
か
り
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
地
方
税
法
で『
徴
収
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
』と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。28
年
中
は
、年
率
９
・
１
％（
納

期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
を
経
過
す
る
日

ま
で
は
２・８
％
）で
、
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
め
る
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ

て
計
算
さ
れ
ま
す
。
期
限
内
納
付
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
納
期
ま
で
に
市
税
な
ど
の
納
付
が
確
認

で
き
な
い
方
に
対
し
て
は
、
督
促
状
を
送

付
し
、
催
告
書
、
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
自

主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
再
三
の
催
告
に
も
応
じ
ず
、

納
付
相
談
の
連
絡
も
な
い
な
ど
、
納
税
に

誠
意
の
見
ら
れ
な
い
方
が
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
場
合
は
、
滞
納
し
て
い
る
人
の
資

産
や
収
入
の
調
査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
に
は
、
裁

判
所
の
許
可
な
し
に
差
し
押
さ
え
る
権
限

が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
滞
納
者
本
人
が
不

在
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
後
も
納
付
い
た
だ
け
な

い
場
合
、
き
ち
ん
と
納
付
さ
れ
て
い
る
方

と
の
公
平
性
を
保
ち
、
大
切
な
市
税
を
確

保
す
る
た
め
に
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
な

ど
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

　
「
滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ
」は
、
上
の
表

１
の
と
お
り
で
す
。

　
公
売
と
は
、
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え

た
財
産
を
売
却
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
売

却
代
金
は
、
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
当

し
ま
す
。

　
市
が
27
年
度
に
実
施
し
た
公
売
は
、不
動
産

13
件
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
２
件
で
、
売

却
代
金
約
19
万
円
を
市
税
に
充
当
し
ま
し
た
。

　市税の納付には、納め忘れのない口座振替を
お勧めしています。口座振替を利用すると、指
定した口座から、各納期の末日に振替納付する
ことができます。
◆申し込み方法＝利用する金融機関・ゆうちょ
銀行（郵便局）の窓口に納入通知書・預貯金通
帳・通帳印を持参し、申し込んでください。
※　市内の金融機関には、口座振替依頼書を備

え付けています。市外の金融機関をご利用す
る場合は、税務課へお問い合わせください。

表 1　　　滞納処分までの流れ
❶督促状送付＝納期限までに完納しない

場合、納期限後20日以内に発送
　　　　　　　　　⬇
❷滞納処分＝督促状の発行日から10日経

過しても完納しない場合は、財産の差
し押さえなどを行い、強制的に徴収で
きます。

※　滞納処分の対象となる主な財産＝給与・
賞与、預貯金、売掛金、生命保険、経営所
得安定対策交付金、動産（貴金属・自動車・
テレビ・美術品など）、不動産など

税
納
付
は
忘
れ
ず
期
限
内
に

　

市
税
は
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

　

期
限
内
納
付
を
怠
る
と
延
滞
金
発
生

　

公
平
を
保
つ
た
め
滞
納
処
分
を
実
施

　
病
気
や
失
業
、
生
活
が
苦
し
い
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
期
限
内
に
納

め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
な
ど

の
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）は
、

本
庁
舎
の
み
午
後
５
時
15
分
か
ら
７
時
ま

で
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
税
務
課
で
は
、
各
種
証
明
書
の
発
行
や

市
税
な
ど
の
収
納
に
応
じ
ま
す
の
で
、
日

中
に
市
役
所
へ
来
ら
れ
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
収
納
係

（
☎
・
内
線
１
１
２
８
～
１
１
３
０
）ま
で
。

納税には便利な口座振替のご利用を

各課からのHOT LINE

　

納
付
困
難
な
場
合
は
早
め
に
相
談
を
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市
は
、
農
業
に
係
る
経
営
所
得
安
定
対

策
交
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
米
・
麦
・
大
豆
等
の

需
要
に
応
じ
た
生
産
の
促
進
と
水
田
農
業

全
体
の
所
得
向
上
等
に
よ
り
農
業
経
営
の

安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
て

い
る
制
度
で
す
。

　

農
業
者
が
交
付
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
期
限
ま
で
に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
申
請
期
限　
６
月
３０
日
㈭

■
申
請
方
法　
作
付
作
目
ご
と
に
必
要
な

書
類（
左
表
の
と
お
り
）の
ほ
か
、
窓
口
に

備
え
付
け
の
申
請
様
式
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
場
所　
市
役
所
農
林
課

　
詳
し
く
は
、
農
林
課
農
業
振
興
支
援
セ

ン
タ
ー
係（
☎・
内
線
１
３
４
２)

ま
で
。

作物または取り組み 申請に必要な書類など

主食用米（うるち・
もち・酒米を含む）

・生産数量目標を超えない作付面
積とする必要がある

麦・大豆・そば ・売買契約書

飼
料
作
物

畜産農家へ供給 ・水田飼料作物利用供給協定書
・水田飼料作物利用計画明細書

自家利用 ・飼料作物自家利用計画書
・自家利用計画明細書

耕
畜
連
携

飼料作物と堆肥
の交換

・水田飼料作物利用協定書の構築
連携項目に記載が必要

飼料用米のわら
利用

・水田飼料作物利用協定書もしく
は自家利用計画書の構築連携項目
に記載が必要

水田放牧 ・自家利用計画書の構築連携項目
に記載が必要

新規需要米 ・新規需要米取組計画書

振込口座の通帳の内容に変更がある場合は、口座届出書が
必要です。

　

経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
金
申
請

　

安
定
し
た
農
業
経
営
の
た
め
に
お
忘
れ
な
く

受
賞
フ
ァ
イ
ル

（
学
年
は
受
賞
当
時
の
も
の
）

音（
西
根
支
部
）

▽
一
般
男
子　
❸
遠
藤
諒
太
郎

（
西
根
支
部
）

▽
一
般
女
子　

❷
藤
原
彩
夢

（
西
根
支
部
）

◎
第
１0
回
全
国
小
学
生
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
大
会（
安
比
高
原
ス

キ
ー
場
、
３
月
24
、
25
日
）

【
大
回
転
】▽
小
学
６
年
生
男
子

　
❺
山
本
友
大（
田
山
小
）

▽
小
学
４
年
生
男
子　
❺
久
世

一
力（
柏
台
小
）

▽
小
学
６
年
生
女
子　
❻
遠
藤

麗
奈（
田
頭
小
学
校
）❾
山
口
莉

永（
松
野
小
）

◎
日
本
空
手
協
会
第
15
回
弥
生

杯
争
奪
空
手
道
選
手
権
大
会

（
秋
田
県
・
美
郷
町
住
民
活
動

セ
ン
タ
ー
、
３
月
20
日
）

【
形
】◇
団
体
▽
中
学
生
・
一
般

　
❶
西
根
支
部
A（
遠
藤
諒
太

郎
・
伊
藤
海
斗・
藤
原
彩
夢
）

◇
個
人
▽
小
学
1
・
2
年
初
級

Ⅰ
部　
❸
谷
地
賜
乃（
西
根
支

部
）

▽
小
学
5
・
6
年
上
級
女
子　

❸
甲
斐
香
遥（
西
根
支
部
）

▽
中
学
生
上
級
女
子　
❸
松
村

茜
音（
西
根
支
部
）

▽
一
般
　
❶
伊
藤
海
斗（
西
根

支
部
）
❷
藤
原
彩
夢（
西
根
支

部
）❸
遠
藤
諒
太
郎（
西
根
支
部
）

【
組
手
】◇
個
人
▽
小
学
3
・
4

年
初
級
Ⅰ
部　

❸
柴
崎
光
祈

（
西
根
支
部
）

▽
小
学
3・
4
年
上
級
男
子　

❸
伊
藤
樹
斗（
西
根
支
部
）

▽
小
学
5・
6
年
上
級
男
子　

❸
三
浦
歩
輝（
西
根
支
部
）

▽
小
学
5・
6
年
上
級
女
子　

❸
甲
斐
香
遥（
西
根
支
部
）

▽
中
学
上
級
女
子　
❸
松
村
茜

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
●
内
の
数
字
は
順
位
、
学
年
な
ど
は
大
会
当
時
の
も
の
）

七時雨一里塚

七
時
雨カルデラライン

日帰り温泉
西根老人憩の家

一　　般（35km）
ビギナー（10km）

不動の滝

七時雨山
（1,063m）

田代山
（945m）

田代平高原

【スタート／ゴール】
七時雨山荘
大会本部・受付

■コース

登山者に配慮したレースを行います

七
時
雨
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ラ
ン
ナ
ー
へ
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す

　
七
時
雨
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
レ
イ
ル

フ
ェ
ス
の
第
４
回
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
レ
ー
ス
が
６
月
12
日
㈰
、七

時
雨
山
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
約
４
０
０
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
登
山
道
な
ど
を
走
り
ま
す
。

登
山
者
の
皆
さ
ん
に
は
、一
時
的
に

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。ま

た
、ラ
ン
ナ
ー
へ
の
皆
さ
ん
の
応
援

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
６
月
12
日
㈰
午
前
８
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
場
所　
七
時
雨
山
周
辺（
左
図

の
と
お
り
）

　
詳
し
く
は
、
七
時
雨
マ
ウ
ン
テ

ン
ト
レ
イ
ル
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

事
務
局（
☎
０
８
０
・
５
５
６
０
・

７
０
７
０
）ま
で
。

▽
小
学
５
年
生
女
子　
❹
工
藤

瑞
歩（
安
代
小
）❼
八
幡
優
那 

（
田
山
小
）❾
佐
々
木
萌（
安
代

小
）

▽
小
学
４
年
生
女
子　
❹
遠
藤

り
の（
田
頭
小
）

◎
全
国
高
校
選
抜
大
会（
高
知

県
・
県
立
春
野
総
合
運
動
公
園

相
撲
場
、
３
月
20
日
）

【
相
撲
】▽
個
人
１
０
０
㌔
未
満

級　
❺
松
浦
裕
介（
平
舘
高
２

年
）

　春の農繁期を迎え、市内で野焼き（焼却処分）
に伴う火災通報件数が増加しています。
　農業を営むためにやむを得ない焼却行為（農業
者が行う稲わらなどの焼却）は法律上、例外行為
として認められていますが、まずは野焼きを行わ
ない処分方法（農業残渣の堆肥づくりなど）を検
討し、やむを得ず野焼きを行う場合は、次のこと
を守ってください。
◆野焼きの事前に消防署に届け出る（火災と紛ら
わしい発煙などの届け）。
◆周囲の住宅環境に配慮して行う。
◆風が強い日、空気が乾燥している日は行わない。
◆一人では行わず、必ず複数の人と協力して行う。
◆周囲に可燃物や燃えやすい物がある場所では
行わない。

◆一度に実施するの
ではなく、小規模で少
しずつ分けて行う。
◆延焼防止のため速
やかに消火できる水
バケツ、スコップなどの消火用具を準備する。
◆実施中、風が強くなった場合、風向きによっ
て周囲に影響がある場合は中止する。
◆火が消えるまで離れ
ない。
◆実施後は、火が消えた
ことを必ず確認して現
場を離れる。
　詳しくは、八幡平消防
署（☎76-2119）まで。

火災と隣り合わせの野焼き

実施の際は十分な事前準備と配慮を

◎
第
２３
回
公
募
日
本
習
字
展

◆
日
本
習
字
教
育
財
団
特
別
賞

▼
硬
筆・
ペ
ン
部
門　
佐
々
木

穂（
平
舘
小
２
年
）

◎
第
12
回
岩
手
県
下
青
少
年
少

女
み
ん
よ
う
大
会（
矢
巾
町
文
化

会
館
田
園
ホ
ー
ル
、3
月
２６
日
）

◆
唄
の
部
門
小
学
校
低
学
年
の

部
優
勝　
日
戸
楓
乃（
平
笠
小

２
年
）

﻿第15回弥生杯争奪空手道選手権大会
で活躍した日本空手協会西根支部部
員たち（３月２０日）
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1211まで。

　27年度平舘高校海外派遣事業派遣生が４月４日、市
役所を訪れ、田村正彦市長に帰国の報告を行いました。
　本年度派遣先はアメリカのユタ州で派遣期間は15
日間。派遣生は現地ホストファミリーの家にホームス
テイし、現地の学校への通学や滞在先での見学・観光
などを通して海外生活を体験しました。派遣生の佐々
木槙史君（２年）は「海外文化・国土など日本での授業
を通してしか知り得なかったことを実際に目の当た
りにして世界の広さを感じた」と、感想を述べました。

世界の広さに気付けた
27年度平舘高校海外派遣事業参加報告

　春の全国交通安全運動が４月6日から１５日まで展
開され、12日には市内各所で交通安全のシンボルで
ある黄色い羽根の街頭配布が行われました。
　大更小学校には、田村正彦市長をはじめ、交通安
全母の会の会員や関係者、「岩鷲護神ハチマンタイ
ラー」が駆けつけ、登校する同校の児童に黄色い羽根
を配布し、交通安全を呼び掛けました。黄色い羽根
を受け取った児童は、交通安全について改めて意識
を高めました。

交通ルール守るんだよ
春の全国交通安全運動　黄色い羽根の配布

ハチマンタイラーから黄色い羽根を受け取る児童（大更小）

田村正彦市長に帰国報告する（左から）澤口夏希さん（2
年）、佐々木槙史さん（２年）、遠藤美沙稀さん（３年）

市消防団第32分団に消防ポンプ
車が引き渡されました（３月25
日、市役所前）

観光交流促進のため台湾の航
空・旅行会社が来市（4月13日、
ホテル安比グランド）

純白の苞（ほう）が清々しい美しさ
を放つミズバショウ（４月20日、横
間水芭蕉群生地）

　市スポーツ少年団結団式が４月10日、市総合運動
公園体育館で行われました。
　式には、17団体約235人の児童・生徒が出席。工藤
保本部長が、各団体の代表者に認定書を授与しまし
た。団員を代表し、松尾野球スポーツ少年団の盛内
柊
し ゅ う ご

吾君が「両親や監督など支えてくれる人たちへの感
謝の気持ちを忘れず、スポーツを通じて心身を鍛えた
い。昨年より良い成績を残し、野球を好きになってく
れる仲間を増やしたい」と、決意表明を行いました。

飛躍に向け新たな決意
市スポーツ少年団結団式

「入学おめでとう」 校長先生から記
念品を受け取る新１年生（４月７
日、安代小学校入学式）

「西根ライオンズクラブ」から市内障
がい者就労施設へ業務用物品が寄贈
されました（３月28日、市商工会館）

　安代漆工技術研究センター研修生入所式が４月５
日、安代総合支所で行われました。
　本年度は、石川工さん（56）＝滝沢市＝、今泉梨紗さ
ん（23）＝東京都世田谷区＝、佐藤みのりさん（20）＝盛
岡市＝の３人が入所。石川さんは「漆工芸で好きなも
のづくりを行いたい」、今泉さんは「美術品の修復に興
味がある。ここでその技術を身に付けたい」、佐藤さ
んは「若い人たちに漆の魅力を伝えられるものづくり
を行っていきたい」と、それぞれ抱負を述べました。

漆工芸技術習得へ意欲
安代漆工技術研究センター研修生入所式

春の観光シーズン到来
八幡平アスピーテライン・樹海ラインが開通

　八幡平アスピーテラインの開通式が４月15日に、八
幡平樹海ラインの開通式が22日にそれぞれ行われ、春
の八幡平を楽しめる観光シーズンを迎えました。
　両開通式では、関係者らによるテープカットが行
われたほか、温泉半額入浴券の配布や豚汁の振る舞
いなどが行われました。ことしの雪の回廊は、暖冬
の影響で最大でも約６㍍と例年に比べ２～３㍍低
め。それでも多数の観光客が訪れ、全長約27㌔の日
本一長い雪の回廊を楽しみました。 開通後、観光客へパンフレットなどを配布（４月22日）

開通を祝い関係者らがテープカット（４月22日）

ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
の
雪
の
回
廊
を

楽
し
む
観
光
客
（
４
月
24
日
）

田村市長から激励を受ける３人の新入研修生 決意表明を行う松尾野球スポーツ少年団の盛内柊吾君
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子育てNEWS

市包括支援センター ☎・内線1093
介護のココロ

子育てNEWS
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1108

健
康
状
態
を
チ
ェッ
ク
し
介
護
予
防

　
市
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元

気
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護
予
防
を

目
的
に
、『
い
き
い
き
！
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
』の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
回
答
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
生
活

上
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
記
載
さ
れ
た

「
結
果
ア
ド
バ
イ
ス
票
」が
郵
送
さ
れ

ま
す
。
回
答
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
対
象
者　
要
支
援・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
65
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
方
。

■
調
査
方
法

❶
５
月
下
旬
に
対
象
者
へ
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
郵
送
し
ま
す
。

❷
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
日
ご
ろ
の

生
活
や
健
康
状
態
に
つ
い
て「
は
い
」

か「
い
い
え
」で
答
え
る
簡
単
な
も
の

で
す
。

❸
回
答
が
終
わ
っ
た
ら
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
切
手
は
不
要
で
す
）。

❹
８
月
中
旬
に「
結
果
ア
ド
バ
イ
ス

票
」を
郵
送
し
ま
す
。

■
回
答
期
限　
６
月
３
日
㈮
ま
で

　
調
査
の
結
果
、介
護
予
防
の
必
要

性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
方
に

は
、
ア
ド
バ
イ
ス
票
と
併
せ
て「
い

き
い
き
！
健
康
教
室
」の
ご
案
内

を
し
ま
す
。

　
「
い
き
い
き
！
健
康
教
室
」は
、
軽

体
操
や
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
づ
く

り
な
ど
を
通
し
て
、
介
護
予
防
を
学

ぶ
教
室
で
す
。案
内
が
届
い
た
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
項
目

か
ら
、
普
段
の
自
分
の
生
活
状
況
や

身
体
の
状
態
を
見
つ
め
直
し
、
介
護

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
市
役
所
健
康
福
祉
課
内
、

☎・
内
線
１
０
９
４
、
１
０
９
５
）

ま
で
。

利用対象者 利用期間 利用回数時間

母子手帳交付後の
妊婦がいる家庭

母子手帳交付後
から出産予定日
まで

６回以内とし、１回当
たり２時間以内

1 歳未満の乳児が
いる家庭

１歳になる前日
まで

６回以内とし、１回当
たり２時間以内

3 歳未満の２人以
上の多胎の子がい
る世帯又は３歳未
満の子がいるひと
り親家庭

双子以上の出産
やひとり親世帯
などの場合は、
出産後３年まで

１歳になる前日まで、
１歳から２歳になる
前日まで、２歳から３
歳になる前日まで、各
６回以内

チェックリストの
回答を郵送すると

結果アドバイス票が届きます

　市は、子育て支援ヘルパー派遣事業を実施して
います。
　産前・産後の妊産婦は、日常生活での負担や不
安が大きくなります。産前・産後の時期に、訪問
による支援を行い、子育ての手助けをするのが、
この事業の目的です。
■料金　無料（６回まで）
■内容　家事援助（日常的な炊事、洗濯、掃除、買
い物）や育児補助、病院や健診への付き添いなど

（サービスは、親の子育てを支援するために行って
いますので、親がそばにいることが必要です）。
■利用時間　午前９時から午後５時まで（日曜、祝
日および年末年始を除く）
■その他　利用対象者は、昼間に当該妊婦または
母親などを援助する人がいない世帯。既定の利用
回数を超えた場合は、実費を負担いただきます。

■利用の流れ　妊娠を届け出る際に窓口で申込書
などを配布します➡利用希望者は、申込書と確認
事項を市役所地域福祉課または各総合支所に提出
してください➡地域福祉課で審査の上、申込者に
利用券を送付します➡利用券が届いたら、利用希
望日の１週間前までに受託事業者へ電話で利用申
し込みをしてください➡サービスを利用開始でき
ます
■受託事業者　ＪＡ新いわてホームヘルプステー
ション西根（☎70-2181）

子育て支援ヘルパーをご利用ください

市国体サポーターズ応募者数（本大会）
【平成28年４月26日現在】

まいぎりで生み出す国体の炬
きょか

火

皆
さ
ん
の
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す

そばっち通信
　希望郷いわて国体市実行委員会では、ホームページ（http://
www.hachimantai-kokutai.jp/）やfacebookで情報を配信中！
　右のＱＲコードを読み取ると、直接ホームページにアクセ
スできます。

 市大会スローガン
きそえ つどえ かがやけ 農

みのり

と輝
ひかり

の大地で
Vol.12

国体マスコットキャラクターそばっち
（炬火バージョン）

炬火の名前を募集します

　市は、「八幡平市の火」の炬火名を募集します。
募集テーマは、市の歴史、文化、自然など魅力を
PRするもので、『八幡平市らしさ』を表現したもの
とします。
　入賞者には、記念品を贈呈します。
　詳しくは、本紙と同時配布される募集チラシを
ご覧ください。皆さまのご応募お待ちしています。

　
八
幡
平
市
に
来
て
か
ら
興
味

を
持
っ
た
松
尾
鉱
山
。
以
前
、

鉱
山
跡
地
の
植
樹
活
動
に
参
加

し
た
際
、
初
め
て
通
っ
た
ア
ス

ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
の
大
自
然
の
中

に
、
な
ぜ
廃は

い
き
ょ墟

が
あ
る
の
か
と

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
歴
史
を
調
べ
、

当
時
に
働
い
て
い
た
人
の
話
を

聞
く
う
ち
に
、
こ
れ
は
八
幡
平

市
に
し
か
な
い
個
性
だ
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
柏
台

や
大
更
の
街
を
歩
い
た
時
に
、

何
で
飲
み
屋
が
多
い
の
か
、
な

ぜ
こ
こ
に
家
が
あ
る
の
か
と
い

う
疑
問
は
、
歴
史
を
知
れ
ば
見

え
て
き
ま
す
。
そ
の
目
に
見
え

な
い
景
色
の
ガ
イ
ド
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
興
味
を
持
っ
た

こ
と
、
そ
れ
が
七
時
雨
マ
ウ
ン

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

〔
27
〕昨年の七時雨マウンテン

トレイルフェスの様子

　炬火とはオリンピックの聖火にあたるもので、国
体の期間中、選手たちを見守るシンボルとなります。
　希望郷いわて国体では、県内３3市町村でおこし
た火を、10月１日に北上総合運動公園にて行われ
る総合開会式に持ち寄り、一つにして「希望郷いわ
ての火」を完成させます。
　市は、市内全ての小学校で採火式（火おこし）を
行います。その後、それぞれの火を一つに集める
集火式（８月予定）を行います。そこで誕生する火
が「八幡平市の火」となります。

「
ま
い
ぎ
り
」で

火
を
お
こ
し
ま
す

今月の担当
菊池 光洋 さん

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
総

合
開
会
式
で
炬
火
台
に
点

火
さ
れ
る
炬
火

　火おこしは、現在ではあ
まり見ることのない「まい
ぎり」という道具を使い、木
の摩擦熱を利用した方法で
行います。

写真提供：紀の国わかやま国体・紀の国
わかやま大会実行委員会

テ
ン
ト
レ
イ
ル
フ
ェ
ス
で
す
。

皆
さ
ん
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
簡

単
に
言
え
ば
山
を
走
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
が
、
七
時
雨
の
大
自
然

が
楽
し
め
ま
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
25
年

か
ら
東
京
在
住
の
方
を
中
心
に

運
営
さ
れ
、
本
年
で
大
会
４
年

目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
か
ら
私

は
そ
の
後
任
と
し
て
事
務
局
員

を
務
め
て
い
ま
す
。
第
１
回
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
携
わ
っ
て

き
た
大
会
を
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続

け
な
が
ら
将
来
、
八
幡
平
市
で

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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選手に関する資料やス
キー板の変遷を紹介して
います。
　家族・友達をお誘い合
わせの上、博物館へお越
しください。

　市博物館では、５月29日㈰午前10時から午後4時
まで「春の博物館祭り」を開催します。
　今回は、長編アニメーション映画『アテルイ』（午
後１時半上映開始）や児童・幼児向けの映画『かっ
ぱのすりばち』と『手袋を買いに』の上映会、坂上田
村麻呂伝説の特別展示を行います。また、当館職
員による館内展示解説を午前10時45分と午後３時
１５分の２回行います。
　その他に、竹馬・ぽっくり・竹鉄砲・けん玉・こま

春の博物館祭りを開催します

春の博物館祭りに遊びに来ませんか

本作りを体験しませんか

本のクリニック講習会参加者募集
　市立図書館では、読者ノートの製本を体験でき
る講習会を開催します。一から本を手づくりする
ことで、本の構造を知ることができます。 参加す
るには事前申し込みが必要です。当館窓口へ申し
出るか、電話で連絡ください。　※昼食は各自持
参ください。
■日時　６月１６日㈭　午前１０時から午後３時まで
※終了時間が変更になる場合があります。
■講師　村松 昭

あきら
氏（県立図書館）

■定員　１２人
■申込期限　６月１３日㈪

おすすめ絵本の紹介

博物館友の会の会員を募集中
　市博物館友の会では、平成２８年度の会員を募集
しています。市の歴史・文化を勉強したい人、博
物館イベントの手伝いをしたい人など大歓迎です。
　会員には、市博物館入館料が１年間無料（会員証
の提示が入館時に必要）になる特典があり、市博物
館より行事情報を定期的にお送りいたします。ぜ
ひ、友の会に入会しませんか。　
　申し込み方法など詳しくは、市博物館へ電話で
連絡ください。
■入会金　一般2,000円、大学生1,000円

スキー関連の展示の様子

◎『おじいちゃんのゆめのしま』
作：ベンジー・デイヴィス　訳：小川仁央／評論社
　シドは、おじいちゃんと船に乗り、すばらしい

島で夢のような時間
を過ごしたが、もう
家に帰ら帰らなくて
はいけなくて…。男
の子とおじいちゃん
の冒険とちょっぴり
さびしい別れを描い
た絵本です。
◎『あのひのくじら』　
作：ベンジー・デイヴ
ィス　訳：村上康成／
ブロンズ新社
　ある朝、少年ノイは
砂浜に打ち上げられた
小さなクジラを見つ
け、家に連れて帰って一生懸命世話をしますが、
やがてお父さんが帰ってきてしまい…。お父さん
と６匹の猫と海のそばで暮らす少年ノイの物語。

など、昔懐かしい遊び体験
コーナーを用意しており、
子どもも大人も一緒に楽し
める内容となっています。
　常設展示では、アルベー
ルビルオリンピックで金メ
ダルを受賞した三ヶ田礼一

﻿

竹
馬
や
ぽ
っ
く
り
な
ど

昔
遊
び
を
楽
し
も
う

No.128

広報クイズ
5月12日号の問題

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、

年齢」を書いて応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見な
どを必ず書き添えてください。紙面づくりの参考にいたします。

◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　
☆はがき〒028-7397（住所不要）　☆ＦＡＸ：74-2102
☆メール：kizai@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入

現在、市の民生・児
童委員、主任児童委
員は全体で何人い
るでしょう？

力、右上のＱＲコードを読み込むことで、宛て先の入力を省略できます）
◎応募期限　５月30日㈪消印有効
◎第127回の正解　第８位　▶応募者８人　▶正解者８人
▶当選者　佐々木香奈さん（大更）、伊藤夢希さん（帷子）、松尾コノエさん（松尾）

（３月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

◎男の子
工藤　春

は る ま
真（竜也・麻衣／上町）

村上　太
た い ち

一（宗行・あゆみ／共新）

川村　咲
さ き や

哉（智哉・由里／駅前二区）

◎女の子
菅原　唯

ゆ い な
菜（智信・舞子／山崎）

伊藤　菜
な な こ

々子（貴之・由美子／大久保）

　松浦　隆之　　　／堀切
　田村　優香子　　／岡村
　菊池　光洋　　　／下町一区
　三浦　真理子　　／釜石市
　砂子田　啓太　　／若谷地
　小沢　七海　　　／上野駄
　森　茂　　　　　／上町
　鈴木　れもん　　／滝沢市
　笹森　孝哉　　　／両沼
　小笠原　永　　　／下町二区
　中屋敷　忠大　　／盛岡市
　遠　　舞　　　　／野口

山口　甚三郎　　94歳　中関
髙橋　初男　　　85歳　中松尾
工藤　ヱスミ　　83歳　五百森
遠　　アイ　　　89歳　寺田
齊藤　イト　　　91歳　日瀬通
遠藤　ナミ　　　85歳　寺田新田
山本　サワ　　　89歳　石名坂
小野寺　サヨ　　87歳　舘沢
中居　千惠子　　71歳　大泉
佐々木　光太郎　81歳　土沢
田村　トシエ　　86歳　北寄木
田村　フミエ　　90歳　山子沢
乙部　正　　　　92歳　野駄
中村　キミ　　　78歳　上関
田村　ヨシ　　　89歳　山崎
遠藤　朝子　　　65歳　わし森
安保　マサ子　　77歳　田山下
八幡　文江　　　76歳　苗石田
中軽米　オナ　　88歳　寄木新田
佐々木　オミト　84歳　谷地中
盛内　ミワエ　　87歳　五日市一区

工藤　榮紀　　　74歳　上野駄
松村　フジミ　　87歳　五百森
佐々木　秋雄　　55歳　中村
佐々木　多嘉　　84歳　上関
中村　昭三　　　80歳　上関
小山田　啓治　　59歳　浅草第１
藤田　孝市　　　88歳　五日市２区
大花森　ミツ　　99歳　松尾
佐々木　弘志　　80歳　野駄
松尾　末治　　　71歳　小屋の沢
髙橋　久二郎　　72歳　山後
八幡　トメ　　　83歳　苗石田
岩崎　悦雄　　　73歳　山後
松村　章六　　　84歳　仲町
工藤　スヱ　　　85歳　五百森
立花　重次郎　　87歳　畑1区
小林　謙一　　　90歳　椛沢
田村　冨男　　　83歳　山後
津志田　裕子　　67歳　川原目
小野寺　睦子　　83歳　上関
関　勝三　　　　73歳　兄川
三浦　セツ　　　92歳　平長

お 幸 せ に

健 や か に

■人口の動き【３月31日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 16,314（－96） 6,272（－18）
松尾地区 5,968（－13） 2,338（＋１）
安代地区 ４，696（－35） 1,868（－３）
合　　計 26,978（－144） 10,478（－20）
男　　性 13,002（－53）
女　　性 13,976（－91）

出生 ９ 死亡 47
転入 65 転出 171

安らかに

（

■交通事故発生件数など　※（　）は前年同月の数

項　　目 ３月 1月からの累計
人身事故 ３（６） 11（14）
物損事故 25（102） 127（233）
負 傷 者 ２（４） 10（18）
死 者 １（２） １（２）
飲酒運転 0（２） 0（４）
火 災 ０（０） ４（０）
救 急 95（１10） 309（345）

（
（
（
（
（
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放射線などの測定結果について

　西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質を測定しています。
　【西根】４月13日、【安代】４月11
日・19日測定で、放射性物質は検
出されませんでした。内容は、市
ホームページで公開しています。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

広告掲載について詳しくは、企画財政課広報広聴係(内線1211)まで

【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

さんさ踊りパレードに 
一緒に出場しませんか

　八幡平さくらさんさ愛好会（山
口聡子代表）では、８月１日から行
われる盛岡さんさ踊りパレード参
加に向け、練習会を行います。
　興味のある人は、お気軽に練習
会場までお越しください。
■会場　西根地区市民センター
■日程　６月２日･９日・16日
･23日・30日（全て木曜日）※７
月以降の日程は、練習日に会場で
お知らせします。
■時間　午後７時から９時まで
　詳しくは、同会事務局・佐々木

（電話・ファクス：74-4363）、ま
たはホームページ（http://www.
facebook.com/8sakurasansa）
をご覧ください。

見届けよう公正な選挙 
投票立会人募集中です

　市選挙管理委員会は、各種選挙
における投票所の立会人を募集し
ています。
■応募資格　投票日現在、満２０歳
以上で市内に３カ月以上住所を有
している人
■報酬　１日当たり１万７００円（期
日前投票は 9,500円）
■応募期間　随時　※７月中に実
施が見込まれている国政選挙につ
いては、６月１０日㈮まで
　詳しくは、市選挙管理委員会事
務局（☎ ･内線1220）まで。

自衛隊岩手駐屯地にて 
一般公開イベント開催

　陸上自衛隊岩手駐屯地では、創
立５９周年を記念して一般公開イベ
ントを開催します。どなたでも自
由に入場できます。
■開催日時　６月５日㈰午前８時
半から午後３時まで【一部催しを
除き雨天決行】
■場所　陸上自衛隊岩手駐屯地

（滝沢市後268-433）　※ IGRいわ
て銀河鉄道滝沢駅～駐屯地間で
シャトルバスを運行
■内容　記念式典・観閲行進、訓
練展示、戦車の体験搭乗、駐屯地
音楽隊による演奏、装備品展示、
茶道教室など
　詳しくは、同駐屯地司令業務
室広報班（☎019-688-4311・内
線256）まで。

農作業は計画的に行い 
無事故に努めましょう

　春の農繁期は、トラクターに関
する事故が１年で最も多くなる季
節です。次のことを心掛け、安全
な農作業に努めましょう。
▶農業機械の横転、転落事故から
体を守るため、トラクターには安
全フレームを装着する。
▶運転者はシートベルトを締め、
慎重な運転を心掛ける。
▶計画的にゆとりある作業を行う。
▶一人での作業は避け、家族に作
業場所と帰宅時間を知らせる。
▶農業機械の近くで子どもを遊ば
せない。
　詳しくは、市役所農林課農政係

（☎･内線1334）まで。

　 広 報 は ち ま ん た い 4月２８日号
（№242）の２㌻『暮らしの情報カレン
ダー』の5月29日㈰鹿角市の「休日救
急当番医」を「福永病院」と記載しまし
たが、「大湯リハビリ病院」に変更とな
りましたので、お間違いのないようご
注意願います。

休日救急当番医に変更があります

熊本地震義援金の 
募集行っています

　市共同募金委員会では、熊本県
共同募金会「熊本地震義援金」の募
集を行っています。
■募集期間　６月３０日㈭まで
■寄付方法　❶市社会福祉協議
会、同協議会西根・安代両支所の
窓口へ直接持参❷専用口座宛て送
金【ゆうちょ銀行口座（記号・番号
00950-2-174321／口座名義「熊本
県共同募金会熊本地震義援金」）】
　詳しくは、市社会福祉協議会（☎
74-4400）まで。

シルバー人材センター 
会員を募集しています

　市シルバー人材センターでは、
新規会員を募集しています。
■応募資格　原則６０歳以上の市内
居住者。健康で働く意欲があり、
同センターの趣旨に賛同できる人。
　詳しくは、同センター事務局（☎
68-7847）まで。

１１９番通報する際は 
所在地の明確な伝達を

　盛岡地区広域消防組合消防本部
では、５月11日から奥州金ヶ崎行
政事務組合・北上地区消防組合の
消防本部と共同で県央消防指令セ
ンターの試験運用を開始していま
す。　※本格運用は６月１日㈬か
ら開始予定
　それに伴い、管内（５市７町）にお
ける119番通報が同センターに集約
されるため、火災・救急時など通報
する際は、所在地（市町村名など）や
目標となる建物などを明確に伝え
るようご協力をお願いします。
　詳しくは、同本部通信指令課（☎
019-622-0119）まで。

東北「道の駅」を巡ろう 
スタンプラリー開催中

　東北「道の駅」では、スタンプラ
リー 2016を開催中です。
　スタンプブック（200円）には、東
北６県見るもの・食べもの・買い
もの１００選を掲載しているほか、東
北「道の駅」で利用できる総額8500
円相当のクーポンも付いています。
■実施期間　　平成 ２9 年１月 15 日
㈰まで
　詳しくは、東北「道の駅」連絡会
ホームページ（h t t p : / / w w w .
michinoeki-tohoku.com/)を
ご覧ください。

エイズ相談 HIV 検査 
気になる人のために

　県央保健所では「HIV検査普
及期間」（６月１日から７日まで）
に合わせて、休日エイズ相談・
HIV検査を実施します。予約不
要、費用は無料です。
■日時　6月４日㈯午後１時から
４時まで
■場所　県央保健所（盛岡市内丸
１１－1）
　詳しくは、県央保健所保健課（☎
019-629-6573）まで。

鶏などの飼養者は 
必ず報告書提出を

　鶏などの家きんを飼養している
皆さんには、飼養衛生管理基準の
順守とともに、毎年、飼養状況を
県知事に報告することが義務付け
られています。
　愛

あ い が ん

玩で家畜を飼っている人に
も報告の義務がありますので、
本年度分の報告書の提出をお願
いします。
■家きんの種類　鶏、アヒル、ウ
ズラ、キジ、ダチョウ、ほろほろ
鳥、七面鳥
■報告期限　６月1５日㈬
■提出先　県中央家畜保健衛生所
または市役所、農協
■報告書　報告様式をお持ちでな
い人は、県中央家畜保健衛生所ま
たは市、農協へご連絡ください。
　詳しくは、市役所農林課畜産係

（☎・内線1337）まで。

認知症の人との関わり方 
傾聴をテーマに学ぶ講座

　ボランティア団体「思
し え ん

縁　つな
がり」では、公開講座を開催します。
　講座のテーマは、認知症の人と
のよりよい関係づくりに必要な傾
聴についてです。事前申し込み不
要で、参加料は無料です。
■日時　６月４日㈯午後１時から
３時まで
■場所　西根地区市民センター
■講師　鈴木絹英氏（NPOホール
ファミリーケア協会理事長）
　詳しくは「思縁　つながり」・伊
藤（☎090-6225-4641）まで。

人材・青少年育成のため 
補助金を活用しましょう

　市は、人材・青少年の育成、交
流事業に対する経費の一部を予算
の範囲内で補助しています。
■対象事業　❶各種団体が、人材
を育成するために研修会や講演会
などを開催❷個人が、市内の団体
や国、県などの主催する研修会（国
外を含む）に参加❸市長が認める
研修に20歳未満の青少年を派遣
❹団体が、国際親善、国際理解の
ために国際交流事業を実施　※補
助額は異なります。
■申込期限　事業実施の1カ月前
　詳しくは、市役所地域振興課市
民協働推進係（☎・内線1254）まで。
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防火を呼び掛けるポスターを作成
する団員たち
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地
域
に
育
ま
れ
た
団
員
た
ち
の
活
躍
は
地
域
の
活
力
源
に

　
「
受
賞
で
き
て
び
っ
く
り
で

す
。素
直
に
う
れ
し
い
」と
、喜

び
を
語
る
の
は
、
平
成
27
年
度

優
良
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰
で

特
に
優
良
な
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

と
し
て
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
浅
沢
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
団
長

の
橋
本
拓ひ
ろ
き樹
君【
安
代
小
４
年

（
受
賞
当
時
）】。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
旧
安
代
町
で

昭
和
56
年
に
結
成
さ
れ
、
市
内

の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
し
て
は

最
も
長
い
活
動
歴
を
誇
り
ま

す
。
主
な
活
動
内
容
は
、
市
内

外
で
開
催
さ
れ
る
消
防
演
習
へ

の
参
加
や
そ
れ
に
伴
う
練
習
、

地
域
の
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
に
、

防
火
・
防
災
意
識
啓
蒙
の
た
め

の
ポ
ス
タ
ー
作
成
な
ど
で
す
。

　
今
回
の
快
挙
に
つ
い
て
、
指

導
者
で
あ
る
小
山
田
勝
宏
さ
ん

（
市
消
防
団
第
２８
分
団
団
長
）は

「
長
年
、地
域
一
体
と
な
っ
て
活

動
を
継
続
し
て
き
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま

す
」と
、
話
し
ま
す
。
ま
た
、
団

員
の
保
護
者
で
あ
る
北
口
明
さ

ん
は「
子
ど
も
た
ち
は
活
動
を

通
じ
て
地
域
に
育
て
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
の
活
躍
は
地
域
の
活
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
と
そ

の
活
動
が
地
域
力
を
培
っ
て
い

る
ん
で
す
」と
、ク
ラ
ブ
の
存
在

意
義
を
説
き
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
、
橋
本
君
は

「
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、団
員

同
士
仲
良
く
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

平成27年度優良少年消防クラブ表彰 総務大臣賞受賞
浅沢少年消防クラブ

受賞を田村正彦市長に報告。前列左から斎藤挨
あ い る

琉君、佐藤涼太君、橋本拓
樹君、佐藤優人君、後列左から北口遼

はる

君、畠山結樹君、白藤大地君（他に、
齋藤香音さんと中学生団員６人の計14人で構成）


